

























































































































1日目 2日目 3日目 4日目 5日目
初産婦N・8 L46±0．34 L76±0．25 i．83±0．33 2．14二〇．54 2．08tO．39
経産婦N・13 L67±O．26 1．93±0．27 2．15士0．40 2．05二〇．59 2．34■0．60
表2．骨盤計測器による乳房の縦経の経日的変化
　　：N＝21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cm）
1日目 2日目 3日目 4日目 5日目
10．08±1．48 10．82±L29 10．97±1，16 lL55±L70 H．88±1．55
表3．乳腺組織の厚さ・乳房外計測経日的変化
　　（母集団より値がはずれたA氏・B氏の場合）



























初　経 年齢 身長 体重
A氏 初産婦 29 165．0 61．0
B氏 経産婦 35 160．7 64．8
4．考　察
　分娩後の褥婦には産後の経過と共に乳房緊満が認めら
れることは周知のとおりである．褥婦の日常ケアとして
乳房の緊満，乳汁分泌，乳腺の開口状態等の観察は不可
欠である．正常褥婦の授乳期の乳房の超音波像は，皮下
脂肪がほとんど消失し，乳房全体が乳腺組織で占められ
る1）．そこで，我々は今回，乳汁分泌への影響が大きい
と考えられている乳腺組織の厚さを超音波診断装置を用
いて計測することができないものかとこの研究を実施し
た．乳汁分泌に関する条件として乳腺組織の器質的な問
題と機能的な問題が関係する3）．とされている．今回，
褥婦の乳腺組織が経日的に増大したことは産後の器質的
変化として，乳汁分泌を促す要因になると考えた．
　初産経産別の経日的な変化からは，両者問の違いを考
察するまでにいたらなかった．
　今回の対象群の中で乳腺の厚さが5日間とも平均値よ
り小さかったA氏の場合は外観からも乳房が小さかった．
このことは乳房の小さい褥婦の場合，産褥の乳腺組織も
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少ないのではないかと推測した．乳腺組織の厚さが平均
値より大きかったB氏の場合は乳房の形態は根津のいう
タイプH　b3）であった．また，乳汁分泌の背景要因であ
る年齢，初経の別，身長，体重は両者に差異がなく，こ
れらの因子は直接には関係がないと考えた．
　また，乳房縦径の外計測は乳房の大小の目安として測
定したが今回の計測方法の妥当性やその値の評価はでき
なかった．
　乳腺組織の厚さの計測については比較する文献がなく，
測定値の大小についての評価ができなかった．しかし，
乳腺組織の厚さは経日的に大きくなっていた．このこと
から分娩後の乳汁分泌量が経日的に増量することとなん
らかの関係があることが示唆された。
　乳腺組織の厚さが乳汁分泌の良否の指標となり得るの
か，測定方法の検討とともに事例数を重ねることにより
を今後解明したい．
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